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研究成果の概要（和文）：2020年の教科化を目前に、養成段階の学生、及び小学校教員共に文字指導の必要性を感じ、
小学校教員に関しては文字の読み方を教えたい気持ちがある一方、指導法がわからないという現状と、またどのような
活動をどのようにレッスンに組み入れたらいいか分からないと感じている現状が明らかとなった。研修に関しては、こ
れまでのような即席の授業から、より英語力や英語技能の向上、指導技術の習得を研修で望む傾向があることが分かっ
た。さらに、小学校教員は、文字指導の内容や方法に関して、はっきりした指針を求めていることが分かった。文科省
は教科化を前に、読み書きの具体的な指導内容と方法に関して早急に指針を示す必要がある。

研究成果の概要（英文）：English is going to be introduced officially into an elementary school curriculum 
as a subject, and both college students taking the teacher education courses and elementary school 
teachers feel a strong urge to teach children alphabet letters. The latter have desires to teach letters 
to children, but it has become clear that they do not have skills of how to teach letters, and how to 
incorporate it and create lesson plans. Teachers now are recognising English skills and English teaching 
skills to conduct effective lessons, but at the same time they are at a loss what to do with teaching of 
letters as there is no specific directions about it. The Ministry of Education, Culture, Sports, and 
Technology should clearly indicate its objectives and goals regarding reading and writing of letters (and 
words) as clearly and as soon as possible for a successful English Education of the years coming ahead of 
us.

研究分野： 英語教育、児童英語教育、認知発達、教師教育
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１．研究開始当初の背景 
  指導者養成・研修は 2011 年に公立小学校
５、６年生を対象に外国語活動が導入される
以前から教師教育や小学校教員の人材育成
を目的に行われてきていたが、養成段階の学
生や現場教員が不足している知識やスキル
が何かを実証的に解明し、その成果を反映さ
せて作成されたものではない。一方で、より
効果的な英語教育を推進するために、養成段
階の学生、及び現場教員の知識やスキルを強
化、補強するプログラムの開発が急務となっ
ていた。 
 本研究は、養成段階の学生、そして現場教
員の教師認知を明らかにし、養成・研修プロ
グラムの開発・発展を推進する枠組みを提供
すべく行われた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、教員養成課程の学生、及び小学
校教員が小学校英語教育に関してどのよう
な考え、信条を持っているか調査し、そこか
ら教員養成や教員研修の指導内容・方法を開
発して、教員研修という形で還元することを
目的としている。 

本研究は平成 25 年の初年度から平成 27
年の最終年度まで、養成段階の学生に対する
研究に関しては以下(1)(2)、現場教員に対す
る研究に関しては(3)(4)(5)(6)(7)を行った。
尚、(4)(5)(6)は現在学会に向けて準備中、
また(7)は調査進行中である。 
(1) 国内の小学校での実習を経験した神田

外語大学児童英語教員養成課程の学生
は、小学校における文字指導と文法指導
に関してどのような教師認知を形成し
たか研究。 

(2) 海外の小学校で実習に参加した学生を
対象として、実習中の課題であったポー
トフォリオの作成が果たす役割を動機
付けの視点から研究。 

(3) 小学校教員は児童に文字（アルファベッ
トの名前と音、簡単な語の読み書きな
ど）を何学年でどの程度まで指導したら
良いと考えているか研究。 

(4) 小学校教員は文字指導に関してどのよ
うな考えや信条を持っているか研究。 

(5) 2020 年の英語教科化を目前にして、小学
校教員が必要な知識、技能、指導技術は
何か、また、教員自身が望んでいる研修
はいかなるものか研究。 

(6) 海外の小学校で教育実習に参加した学
生を対象に、学生自身のティーチャート
ークと英語スピーキングとの関連性に

ついての研究。 
(7) 千葉県船橋市英語教育推進事業で「児

童・生徒の英語学習に対する意識や英語
力を把握・検証」する。そして、結果を
もとに「実態に合った指導方法や評価方
法の工夫・改善を図る」。本調査は平成
27 年２月に始まり、現在継続中である。 
 

３．研究の方法 
(1) 2 の(1)の研究では、平成 24 年度に千葉県

内の小学校で英語活動学習サポーターと
して「教育実習」を行った学生 24 名にア
ンケート調査を行った。 

(2) 2 の(2)の研究では、平成 25 年に本学（神
田外語大学）「児童英語教員養成課程」の
海外実習（於カリフォルニア州トーラン
ス）の小学校に参加した学生 15 名を対象
に、海外実習を通しての意識の変容と海
外実習の成果をポートフォリオに含まれ
る実習日ごとの自己評価やリフレクショ
ン等を使って質的・量的に分析した。ま
た５名に対しインタビュー調査を行った。 

(3) 2 の(3)の研究では、平成 26 年度千葉県教
育委員会主催小学校外国語活動担当中核
教員研修後、92 名を対象に「教科化に向
けた文字および文法指導」に関してアン
ケート、及び 11 名対象にインタビューを
行い、それぞれ量的・質的に分析した。 

(4) 2 の(4)の研究では、平成 27 年度に行った
千葉県教育委員会主催の小学校外国語活
動担当中核教員研修（187 名）、福井県教
育委員会主催小学校外国語活動教員研修
（58 名）、東京都江戸川区小学校英語部
会研修（22 名）に参加した小学校教員
267 名を対象に文字指導に関するアンケ
ート調査を行った。また質問項目を統計
的に分析し、研修に参加した教員 15 名に
インタビューを行った。 

(5) 2 の(5)の研究では、(4)の３都県の小学校
教員に、英語力、技能、指導技術に関し
て、小学校の教員に必要とされる研修と、
教員自身が望む研修をアンケート調査し
た。また研修に参加した教員 15 名にイン
タビューを行った。 

(6) 2 の(6)の研究については、平成 25 年～
27 年に本学（神田外語大学）「児童英語
教員養成課程」の海外実習（於カリフォ
ルニア州トーランス）の小学校に参加し
た学生 37 名を対象に、スピーキングテス
トの発話を CAF 法を用いて分析した。ま
た、教師としての意識については、ポー
トフォリオ、振り返り、インタビューな



どによって分析し、スピーキングとの関
連性を検証した。 

(7) 2 の(7)の研究では、千葉県船橋市教育委
員会協力のもと、船橋市内の小学校 54
校から５、６年生を 1 クラスずつ、及び
その担任と日本人補助教員、ALT、中学
校 27 校より、１年生 1 クラスずつ、及
びそのクラスを担当している英語教員対
象に、アンケート調査、小学生には英語
語彙テストと文字テストを 7 月に実施。 
現在進行中。 

 
４．研究成果 

(1) 2 の(1)の研究では、学生は教育実習を
通じて文字指導を積極的に取り入れる
ことが望ましいと考えるようになった
こと、そして、文法の基礎を教えるべ
きかという項目については学生の判断
が分かれ、その背景には教育実習の経
験だけでなく、学生自身の過去の学習
経験が関与することが明らかになった。 

(2)  2 の(2)の研究では、実習生はポート
フォリオの作成を通じて動機付けを生
み出し、維持し、そして、実習後の学
びに向けて肯定的に自身の実習の成果
を振り返っていたことが分かった。 

(3) 2 の(3)の研究では、小学校教員は、ア
ルファベットを教える時期については、
大文字・小文字ともに名前は 3 年生、
しかし音については5 年生で教えるの
がふさわしいと、名前と音を切り離し
て考えている傾向があることがわかっ
た。これらの傾向から入門期の英語学
習者に対する文字指導のあり方を再考
し，小学校教員の文字指導に対する意
識を抜本的に変えていく必要性がある
ことが明らかとなった。 

(4) 2 の(4)の研究では、小学校教員は、児
童が読み書きに対する要望を持ってい
ることを認識しており、子どもが英語
を読めるようにしてあげたいと思って
いるが、読み書きの指導法がわからな
い現状が明らかとなった。 また、指導
法を知らないが故に文字の指導は、子
どもの英語嫌いを招くと思っている。
児童に対する読み書きの指導法を今後
研修の中に取り入れていく必要がある。 

(5) 2 の(5)の研究では、小学校教員は小学
校で英語を指導する教員が英語力、技
能、指導技術の３つの領域に関してほ
ぼ同程度の高い数値で、研修を受ける
必要があると回答している。一方で自

分自身が望む研修に関しては、それを
上回り統計的に有意となった。小学校
教員は、これらの３領域の研修が小学
校教員に必要だと感じている以上に、
自分自身が強く研修を望んでいること
が分かった。 

(6) 2 の(6)の研究については、教員研修に
参加した学生のティーチャートークと
英語力に関する能力が彼らの英語の流
暢性を高めることに影響していること
が明らかとなった。 

(7) 2 の(7)の研究に関しては、船橋市内の
小学校、５年生 1 クラスにてアンケー
ト及び語彙・文字テストの予備調査が
終わり、本調査を７月に実施する予定。 
 

まとめ 
 2020 年の教科化を目前に、養成段階の学
生も、小学校の教員も共に文字指導の必要
性を感じ、小学校教員に関しては文字の読
み方を教えたい気持ちがある一方、指導法
がわからないという現状と、またどのよう
な活動をどのようにレッスンに組み入れ、
どのような流れで進めたらいいか分から
ないと感じている現状が明らかとなった。
研修に関しては、これまでのような即席の
授業から、より英語力や英語技能の向上、
指導技術の習得を研修で望む傾向がある
ことが分かった。さらに、小学校教員は、
文字指導の内容や方法に関して、はっきり
した指針を求めていることが分かった。文
科省は教科化を前に、読み書きの具体的な
指導内容と方法に関して早急に指針を示
す必要がある。 
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